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キャップス

お待ちかね、蛇とレプティリアン登場 !!
─ 覚 醒 第 ４ 弾！ ─

この第４巻からいよいよ「爬虫類人」の解明に入っていく。

訳者　為清勝彦

そう問われ、何らかの答を出すよう迫られるならば、たとえば
ある人は、真ん中が境であり、左側を「白」とし、右側を「黒」と名付
けるだろう。
あるいは、ある人は、人間の肉眼で差がわからない範囲（両端からそれ
ぞれ 5 mmぐらいか）を「白」「黒」と定義するだろう。
あるいは、左端のごく一部だけ「白」であり、残りは全て「黒」だと言
う人もいるだろう。

結局、それを決めているのは、「言葉」であり、人間の「心（マインド）」
である。
そして、人はそれぞれに「言葉」を持ち、その「言葉」の違いを互いに
争わせている。

どこまでが「白」で、どこまでが「黒」だろうか？

レプテイリアン

SAMPLE
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キャップス

4

各
巻
の
構
成

【
第
1
巻
】
我
々
は
通
常
、
自
分
の
身
体
や
も
の
の
考
え
方
、
自
分
の
名
前
な
ど
を
も
っ
て
「
自
分
」
と
思

っ
て
い
る
が
、
実
は
そ
れ
は
錯
覚
で
あ
る
と
い
う
こ
と
（
第
1
章
）、
そ
し
て
、
ア
イ
ク
が
1
9
9
0
年
に

覚
醒
の
旅
を
始
め
る
ま
で
に
辿た
ど

っ
た
人
生
経
験
の
必
然
性
（
第
2
章
）、
覚
醒
の
旅
を
始
め
て
以
降
、
世
間

か
ら
大
々
的
に
嘲ち
よ
う

笑し
よ
う

さ
れ
る
こ
と
で
真
の
自
由
を
得
た
こ
と
（
第
3
章
）
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

【
第
2
巻
】
第
4
章
よ
り
、
ア
イ
ク
が
過
去
に
行
っ
て
き
た
真
実
の
解
明
の
内
容
が
、
解
明
を
行
っ
た
順
に

（
解
明
に
導
か
れ
た
順
に
）
紹
介
し
て
あ
る
。
太
古
の
「
黄
金
の
時
代
」
の
終し
ゆ
う

焉え
ん

を
も
た
ら
し
た
地
殻
変
動

（
大
洪
水
）
の
後
に
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
地
に
出
現
し
た
シ
ュ
メ
ー
ル
文
明
。
そ
れ
が
、
バ
ビ
ロ
ン
、
エ
ジ
プ

ト
、
ロ
ー
マ
、
ロ
ン
ド
ン
（
バ
ビ
ロ
ン
ド
ン
）
と
変
遷
し
、
今
日
の
世
界
支
配
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な
っ
た

（
第
4
章
）。
イ
ル
ミ
ナ
テ
ィ
の
地
球
規
模
の
蜘く

蛛も

の
巣
（
ウ
ェ
ブ
）、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
支
配
構
造
（
第
5
章
）。

イ
ル
ミ
ナ
テ
ィ
の
血
筋
の
中
核
を
な
す
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
と
そ
の
金
融
支
配
の
手
口
（
第
6
章
）。「
ユ
ダ

ヤ
の
陰
謀
」
と
言
わ
れ
る
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
に
過
ぎ
な
い
。
陰
謀
を
巡
ら
し
て
い
る
の
は

ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
・
シ
オ
ニ
ス
ト
で
あ
る
（
第
7
章
）。

【
第
3
巻
】
人
類
支
配
の
基
本
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ
る
①
Ｐ
Ｒ
Ｓ
（
問
題
を
作
る
↓
人
々
に
反
応
さ
せ
る
↓
支

SAMPLE
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5

配
に
都
合
の
よ
い
解
決
策
を
実
施
）、
②
全
体
主
義
者
の
忍
び
足
に
つ
い
て
、
9
･
11
事
件
、
地
球
温
暖
化

詐
欺
な
ど
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
し
て
解
説
（
第
8
、
第
9
章
）。

【
第
4
巻
】
人
間
の
基
本
的
な
行
動
や
感
情
を
支
配
す
る
爬
虫
類
脳
。
現
在
の
人
類
は
爬
虫
類
人
の
遺
伝
子

操
作
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
（
第
10
章
）。
世
界
各
地
の
古
代
神
話
・
伝
説
・
信
仰
に
共
通
す
る
蛇
崇
拝
は
、

現
在
の
悪
魔
崇
拝
や
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
（
第
11
章
）。

【
第
5
巻
】
言
語
に
暗
号
化
さ
れ
て
い
る
蛇
の
人
類
支
配
を
言
語
学
の
視
点
で
分
析
（
第
12
章
）。
爬
虫
類
人

は
ど
こ
に
い
る
の
か
？
（
地
下
世
界
、
変
身
の
こ
と
な
ど
）（
第
13
章
）。
月
は
、
自
然
の
天
体
で
は
な
く
、

工
作
さ
れ
た
宇
宙
船
で
あ
る
可
能
性
を
検
証
（
第
14
章
）。

【
第
6
巻
】
ア
マ
ゾ
ン
の
熱
帯
雨
林
で
聞
こ
え
た
「
声
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
愛
だ
け
が
真
実
で
あ
り
、
他
は

何
も
か
も
錯
覚
だ
っ
た
（
第
15
章
）。
人
体
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
た
と
え
、
宇
宙
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
た

と
え
る
ア
イ
ク
の
宇
宙
論
（
第
16
、
17
章
）。
時
間
と
空
間
と
い
う
錯
覚
（
第
18
章
）。

【
第
7
巻
】
月
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
。
月
か
ら
の
人
類
支
配
の
仕
組
み
（
第
19
章
）。

【
第
8
巻
】
ゲ
ー
ム
・
プ
ラ
ン
Ⅰ
人
口
削
減
と
心
身
へ
の
攻
撃
（
第
20
〜
22
章
）。

【
第
9
巻
】
ゲ
ー
ム
・
プ
ラ
ン
Ⅱ
世
界
政
府
と
自
由
の
剝は
く

奪だ
つ

（
第
23
〜
25
章
）。

【
第
10
巻
】
ゲ
ー
ム
・
プ
ラ
ン
Ⅲ
社
会
福
祉
の
正
体
（
第
26
〜
28
章
）
と
結
び
。

SAMPLE
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目
次
　
人
類
よ
起
ち
上
が
れ
！
　
ム
ー
ン
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
﹇
覚
醒
篇
④
﹈

第
10
章　
え
っ
？　
や
つ
ら
の
正
体
は
何
だ
っ
て
？

イ筆
頭
に
ロ
ス
チ
ヤ
イ
ル
ド
家

ル
ミ
ナ
テ
ィ
の
血
筋
は
、
人血

に
銅
の
含
有
量
多
く
、
ブ
ル
ー
・
ブ
ラ
ツ
ド

類
と
爬
虫
類
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
種　
16

あ服
従
、
執
念
、
崇
拝
、
強
情
、
強
欲
ｅ
ｔ
ｃ

な
た
の
頭
の
中
に
も
い
る
ト
カ
ゲ
│
│
イ支

配
、
所
有
欲
、
性
暴
力
ｅ
ｔ
ｃ

ル
ミ
ナ
テ
ィ
ほ
ど
強
烈
で
は
な
い
が
…
…　
19

24真実
が
靴
を
履
い
て
い
る
内
に
、
噓
は
世
界
を
一
周
す
る

時
間
無
休
で
危
険
を
探
し
続
け
る
爬
虫
類
脳　
22

生恐
怖
、
キ
ヨ
ー
フ
、
恐
怖
！

き
残
り
の
た
め
性
・
マ
ネ
ー
・
権
力
・
食
物
に
妄
執
す
る
爬
虫
類
脳　
28

支
配
・
操
作
は
爬
虫
類
脳
を
通
じ
て
な
さ
れ
る　
31

爬典
型
は
ブ
レ
ア
元
英
首
相

虫
類
人
血
筋
「
私
は
望
む
も
の
を
得
る
た
め
噓
を
つ
く
。
何
が
悪
い
」　
35

ド竜

座
ラ
コ
の
爬
虫
類
人（
過ド

ラ
コ
ニ
ア
ン酷）が

最
も
冷
酷
で
暴
力
的
破
壊
的　
37

陰
謀
の
基
本
│
│
常
に
人
々
を
恐
怖
・
不
安
・
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
し
て
お
く

SAMPLE
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キャップス

人人
類
は
彼
ら
の
エ
サ
！

類
操
作
の
爬レ

プ
テ
イ
リ
ア
ン

虫
類
人
は
可第

三

密

度

視
光
線
領
域
外
の「
次第

四
密
度

元
間
存
在
」　
41

爬
虫
類
人
が
人
間
界
で
活
動
す
る
に
は
吸悪

魔

崇

拝

血
が
必
須　
44

爬聖
書
の
神
々
、蛇

虫
類
人
の
遺憑

依

そ

の

も

の

！

伝
子
的
な
乗
り
物
が
ハイ

ル

ミ

ナ

テ

イ

イ
ブ
リ
ッ
ド
血
筋　
45

「
エ２

本
足
直
立
歩
行
！

デ
ン
の
蛇
」は
サヘ

ブ
ラ
イ
語「
ナ
ハ
シ
ユ
」

ー
パ
ン
ト
。
ス
ネ
ー
ク
で
は
な
い　
47

「
ノ
ア
の
箱ア

ー
ク舟

」原
典
は
、
エ

ア
ヌ
ン
ナ
キ
の
リ
ー
ダ
ー

ン

キ
が
ギ科

学
者
・
遺
伝
子
学
者

ル
ガ
メ
ッ
シ
ュ
に
命
じ
た
事粘

土
板
記
録蹟　

51　

ア
メ
リ
カ
の
イ
ラ
ク
侵略

奪略
目
的
は
古シ

ユ
メ
ー
ル

代
文
明
隠破

壊し
だ
っ
た
！　
53

突
如
出
現
！　
全
盛
文
明
│
│
シエ

ジ

プ

ト

も

ュ
メ
ー
ル
に
、
そ
し
て
爬ギ

ナ
ア
ブ
ル

虫
類
シ
ュ
メ
ー
ル
語　
54

遺奴
隷
人
種
の
創
造

伝
子
操
作
↓
繁
殖
↓
人天

変
地
異
を
起
こ
す

口
調
整
↓
管ハ

イ
ブ
リ
ツ
ド
血
筋（
王
族
）

理
人
配
置　
57

カ父
は
サ
タ
ン

イ
ン
の
呪
い
│
│「
カ
イ
ン
の
息
子
た
ち
」を
自
称
す
る
イ
ル
ミ
ナ
テ
ィ　
62

ア

!?

あ
え
て
欠
陥
種
に

ダ
ム
の
人
種
│
│
ア
ヌ
ン
ナ
キ
と
人
間
の
Ｄ本

の
螺
旋
を
２
本
に
削
減
！

12

Ｎ
Ａ
を
結
合　
68

奴お
と
な
し
く
従
う

隷
制
は
続
く
│
│
爬爬

虫
類
人
が
組
み
入
れ
た
！

虫
類
脳
に
頼
る
限
り　
72

点数

次

の

遺

伝

子

操

作

と
点
を
結
ん
で
い
く
│
│「
失ミ

ツ
シ
ン
グ
・
リ
ン
ク

わ
れ
た
環
」が
な
い
の
は
当
然
！　
75

「
地
球
外
の
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
」が
創
造
し
た「
人
間
の
ジ
ャ
ン
ク
Ｄ
Ｎ
Ａ
」　
81

SAMPLE
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渡爬
虫
類
人
の

来
以
前
、
地男

女
別
性
器
と
性
的
コ
ー
フ
ン
を
人
間
に
与
え
た
爬
虫
類
人

球
人
は「
あ
の
世
」と
交
流
す
る
両
性
人
間　
83

そ「
脳
の
進
化
の
大
爆
発
」
は
超
高
速
！
（
カ
ー
ル
・
セ
ー
ガ
ン
）

う
じ
ゃ
な
い
よ
、
チ
ャ
ー
リ
ー（
ダ
ー
ウ
ィ
ン
）　
85

人フ
ア
シ
ス
ト
的
！

種
差
別
、
殺
人
光
線
、
空ヴ

イ

マ

ー

ナ

飛
ぶ
円
盤
、「
第高

次
チ
ヤ
ク
ラ

三
の
目
」を
持
つ
ナ爬

虫
類
人

ー
ガ　
86

「
蛇チ

タ

ウ

リ

の
子
供
た
ち
」の
正空

飛
ぶ
爬
虫
類
人体

を
伝
え
る
クズ

ー
ル
ー
族
シ
ヤ
ー
マ
ン

レ
ド
・
ム
ト
ゥ
ワ　
90

「
神モ

ヘ
ン
ジ
ヨ
ダ
ロ
他
世
界
各
地
で

々
」の
核
戦
争
│
│
克
明
な
描
写
が『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』に　
99

完分

裂
（

シ

ズ

ム

）
の

時

期

全
な
破
局
を
防
ぐ
た
め
エハ

イ
テ
ク
戦
争
に
利
用

ネ
ル
ギ
ー
が
地
球
か
ら
引
き
抜
か
れ
た　
104

大ム
ー・ア
ト
ラ
ン
テ
イ
ス
水
没

惨

事
を
宇
宙
船
で
退
避
の
爬
虫
類
人
種
が
戻
っ
て
き
た
！　
105

火小

惑

星

帯

星
│
木
星
間「

太

陽

系

は

荒

廃

マ
ル
デ
ッ
ク
」の
破
壊
と「
火地

球
外
生
命
体
の
地
下
基
地
が
…
…

星
の
呪
い
」　
106

世ロ
ス
チ
ヤ
イ
ル
ド
家
、ウ
イ
ン
ザ
ー
家
、メ
ロ
ヴ
イ
ン
グ
王
家
ｅ
ｔ
ｃ

界
の

王
族
は

全
て「
蛇爬

虫

類

人

の
神
々
」憑指

図
す
る

依
の
半仲

介
者神　

110

ム水

没

後

ー
大
陸
の
ナ蛇

の

王
ー
ガ
は
、
イ白

人（
ア
ー
リ
ア
）と
交
配
も

ン

ド
、
中半

人
半
蛇
の
黄
帝国、

チ
ベ
ッ
ト
、
日
本
へ　
114

「
竜蛇

の
ブ
ラ
ザ
ー
フ
ツ
ド

の
王
室
の
結
社
」員
フエ

ジ
プ
ト
王

ァ
ラ
オ
に
塗
ら
れ
る
メワ

ニ
の
脂
肪

ッ
セ（
メ救

世

主
シ
ア
）　
117

ま黄

金

時

代

さ
に
楽
園
│
│
生
老
病
死
な
し
、
不空

気
中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
吸
引

食
も
Ｏ
Ｋ
、
争動

物
も
弱
肉
強
食
な
し

い
な
し　
118

問霊
能
力
と
物
理
的
手
段
で
「
恐
怖
」
の
振
動
を
植
え
付
け
る
！

題
は
無
法
者
の
爬
虫
類
人
グ
ル
ー
プ　
120

SAMPLE
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キャップス

第
11
章　
蛇
崇
拝

宗人
間
の
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
引
し
、生
け
贄
を
求
め
、憑
依
す
る

教
団
体
、
秘
密
結
社
、
悪
魔
組
織
は「
蛇爬

虫

類

人

の
神
々
」を
崇
拝
す
る　
126

最太
陽・月・土
星
も
か
ら
む
。ニ
シ
キ
ヘ
ビ・竜・男
根・ナ
ー
ガ・ケ
ツ
ア
ル
コ
ア
ト
ル
ｅ
ｔ
ｃ

古
よ
り
世
界
中
に
あ
ふ
れ
る
蛇
崇
拝　
131

「
羽「

ア
マ
ル
カ
」
が
ア
メ
リ
カ
に

毛
の
あ
る
蛇
の
土
地
」│
│
蛇
人
種
が
来
た
り
て
楽一

体
感園

を
分
割
・
支
配　
138

女セ
ミ
ラ
ミ
ス
、ア
ル
テ
ミ
ス
、ヘ
カ
テ
、デ
ヴ
イ
ｅ
ｔ
ｃ

神
は

全
て

蛇
、
ダ悪

魔
崇
拝
者
の
父
、
偽
装
結
婚
、
儀
式
殺
人

イ
ア
ナ
妃
の
人
生
全
体
が
儀
式　
142

月蛇

の
女
神
エヨ

ー
ロ
ツ
パ

ウ
ロ
パ
の
共バ

ビ
ロ
ニ
ア
と
シ
ユ
メ
ー
ル

同
体（
ユ
ニ
オ
ン
）が
Ｅシ

ヤ
ル
ル
マ
ー
ニ
ユ
系
列

●
●
Ｕ　
151

共三
位
一
体
、ピ
ラ
ミ
ツ
ド
な
ど

通
の
起
源
│
│
ニ父

、

魚

ム
ロ
ド
、
タ子

、
イ
エ
ス

ン
ム
ズ
、
セ精

霊
、
マ
リ
ア
、
鳩

ミ
ラ
ミ
ス　
157

土サ
タ
ー
ン星

由
来
の
黒ユ

ダ

ヤ

教

い
安
息
日（
サ
バ
ス
）、
エ

エ
リ
ー
ト
、選
挙
、月
由
来

●
●
ル　
162

冬イ
エ
ス
以
前
の
世
界
中
の
太
陽
神
、オ
シ
リ
ス
、ホ
ル
ス
、ミ
ト
ラ
、バ
ツ
カ
ス
、タ
ン
ム
ズ
ｅ
ｔ
ｃ

至
に
死
去
し
、
３
日
後
に
誕
生　
163

罪シ
ン

、
罪シ

ン
ナ
ー人

の
起
源
は
月シ

ン
の
神
、
アア

ル
・
ラ
ー

ラ
ー　
166

一モ
ノ・セ
イ
ス
テ
イ
ツ
ク

神
教
と
は
、
月ム

ー
ン・セ
イ
ス
テ
イ
ツ
ク

神
教
、
シ
ナ
ゴ
ー
グ
は
シ
ン
・
ア
ゴ
ー
グ　
172

SAMPLE
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同父
な
る
神
、
ヤ
ハ
ウ
エ
、
ア
ラ
ー
、
キ
リ
ス
ト
、
ク
リ
シ
ユ
ナ

じ
手
口
│
│
全
て
爬
虫
類
人
の
象
徴
的
合
成　
173

イ爬

虫

類

人

ル
ミ
ナ
テ
ィ
に
心根

源
意
識
か
ら
切
り
離
さ
れ

を
支
配
さ
れ
、
人
は
宗錯

覚
に
安
住
！

教
に
走
る　
176

心マ
イ
ン
ドを

監
獄「

神
を
畏
怖
せ
よ
」
と
脅
迫
！

に
閉
じ
込
め
る
宗
教　
178

ヒ
ッ
ピ
ー
世
代
の「
ニ根

源

意

識

に

近

付

け

な

い

罠

ュ
ー
」エ
イ
ジ
宗
教
は
新
し
く
な
い　
181

や
は
り
出
て
き
た「
蛇ジ

エ
デ
イ
＝
ジ
エ
ダ
イ

の
血
筋
の
者
た
ち
」　
186

バ「
一
つ
で
あ
る
こ
と
」を
複
雑
に
す
る
こ
と
は
な
い
！

カ
バ
カ
し
さ
を
解
き
ほ
ぐ
す　
190

心マ
イ
ン
ドの

宗
教
│
│
錯複

雑
性
と
階
層
構
造

覚
の「
世
界
」に
寄陳

腐
な
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
│
│
愛
、光
、思
い
や
り

生
す
る
詐
欺
師
た
ち　
197

「
神爬

虫
類
人々

」の「
宗
教
」は
生
け
贄
・
吸
血
の
悪サ

タ
ニ
ズ
ム

魔
崇
拝　
200

「
神エ

グ
ゼ
ク
テ
イ
ブ々

へ
の
供生

け
贄
の
恐
怖
エ
ネ
ル
ギ
ー

●
●
物
」極
上
品
は「
若思

春
期
前
の
子
供

い
処
女
」　
207

ロ世
界
的
著
名
人
全
員
集
合
！

ス
チ
ャ
イ
ル
ド
の
儀
式
│
│
絶
大
な
心
霊
・
秘
儀
パ
ワ
ー
の
グＦ

Ｒ
Ｂ
議
長
を
長
年
務
め
る

リ
ー
ン
ス
パ
ン　
211

リ
「
女
の
夜
の
存
在
・
悪
魔
」

リ
ス
一
覧
│
│
セ
ミ
ラ
ミ
ス
、
カ父

は
サ
マ
エ
ル

イ
ン
の
母
、
コ鳩

、

蛇

ル
ン
バ
、
吸
血
鬼
の
母
、「
緋売

春

婦

色
の
女
」、
梟

フ
ク
ロ
ウ　

217

爬ド

ラ

キ

ユ

ラ

虫
類
人
の
吸
血
鬼
│
│
ヴ現

エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
と
血
縁
！

ラ
ド
・
串
刺
し
公　
226

SAMPLE
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12

キャップス

付
録
Ⅱ　
あ
る
サ
タ
ニ
ス
ト
の
告
白

「
死臨

終
の
床
の
告
白
」で
知
る
悪サ

タ
ニ
ズ
ム

魔
崇
拝
の
深
刻
な
社
会
浸
透　
232

第
一
部

孤１

９

７

０

年

代

独
な
大
学
生
が
眩
惑
的
悪サ

タ
ン
教
会
の
導
き

魔
世
界
に
ど
っ
ぷ
り
漬
か
る　
235

タ

歳
！

17

悪
魔
主
義
者
ア
ン
ト
ン
・
ラ
ヴ
エ
イ
や
ビ
ン
ダ
ー
に
特
訓
さ
れ
た
淫
欲
の

イ
フ
ォ
ン
暗
黒
会
の
高
位
の
女
司
祭
リ
リ
ス　
239

66
％
を
非
識
字
者
に
、
人国

連
で
は
キ
ツ
シ
ン
ジ
ヤ
ー
が
尽
力
！

口
70
％
を
駆
除
が
狙
い
の
ア
ル
フ
ァ
・
ロ
ッ
ジ　
243

悪
魔
崇
拝
の
聖
者
ノオ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
芸
術
家
・
作
家

ー
マ
ン
・
リ
ン
ゼ
イ
修
道
会
祭
司　
246

「
緊シ

ー
プ
ル
を
生
け
贄
に
仕
立
て
上
げ
る
技
術

張
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
」を
編
み
出
し
た
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー　
247

シ支
配
に
反
撃
せ
ず
！

ー
プ
ル
が
安
住
の「
前児

童

ポ

ル

ノ

専

門

高

画

質

ビ

デ

オ
・
Ｄ

Ｖ

Ｄ

衛
的
小
児
性
愛
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
」　
250

「
セ

マ

ス

コ

ミ

ッ
ク
ス
と
エ
ロ
チ
シ
ズ
ム
の
合
成
物
」は
真世

界
が
悪
魔
崇
拝
に
乗
っ
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
！

実
を
伝
え
な
い　
252

「
神着

々
と
進
展
す
る
キ
リ
ス
ト
教
破
壊
の
「
左
手
の
道
」

よ
、
二
度
と
司
祭
に
私
を
強
姦
さ
せ
な
い
で
！
」運１

９
８
０
〜動　

256

SAMPLE
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13

世
界
の
主筆

頭
に
ヴ
ア
チ
カ
ン

要
都
市
に
あ
る
地生

け

贄

の

場

獄
の
神
殿　
258

トア
レ
ク
シ
ア・ケ
イ
ジ
、モ
ニ
カ
、フ
イ
オ
ナ
の
お
か
げ

イ
レ
・
セ
ッ
ク
ス
万
歳
‼　
サシ

ス
テ
ム
の
男

タ
ン
万
歳
‼　
261

第
二
部

あ
ら
ゆ
る
奇小

児
性
愛
者
の
天
国
と
ト
イ
レ
芸
術
ビ
デ
オ
な
ど

怪
な
性
器
結
合
の
探
求
が
奨
励
さ
れ
る　
267

我サ
タ
ン々

の
時
代
は
、
暗公

然
と
悪
魔
崇
拝
、ポ
ル
ノ
映
画
帝
国
、コ
カ
イ
ン
が
芸
術
に
！

闇
の
神
秘
の
愉
悦
が
あ
ふ
れ
出
る　
269

か従
順
な
群
れ

く
て
永ト

ツ
プ
に
悪
魔
崇
拝
階
級
、底
辺
に
徹
底
的
な
奴
隷

劫
な
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
社
会
に
、
怖

!!

メ
デ
タ
シ
、
メ
デ
タ
シ

が
る
こ
と
は
な
い
！　
272

SAMPLE
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15

イ
ル
ミ
ナ
テ
ィ
の
こ
と
を
知
り
た
け
れ
ば
、
爬
虫
類
を
研
究
し
な
さ
い
。 

ク
レ
ド
・
ム
ト
ゥ
ワ

第
10
章

え
っ
？　
や
つ
ら
の
正
体
は
何
だ
っ
て
？

SAMPLE
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16

キャップス

16

イ筆
頭
に
ロ
ス
チ
ヤ
イ
ル
ド
家

ル
ミ
ナ
テ
ィ
の
血
筋
は
、
人血

に
銅
の
含
有
量
多
く
、
ブ
ル
ー
・
ブ
ラ
ツ
ド

類
と
爬
虫
類
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
種

　
次
に
私
が
解
明
す
る
よ
う
導
か
れ
た
事
実
に
は
、
私
自
身
、
本
当
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
こ
の
話
を
初

め
て
聞
く
読
者
で
あ
れ
ば
、
間
違
い
な
く
シ
ョ
ッ
ク
だ
ろ
う
と
思
う
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
よ
う
に
硬
い
心
マ
イ
ン
ド

の
マ
ス
コ
ミ
は
、
こ
の
話
題
を
理
由
に
私
を
嘲ち

よ
う

笑し
よ
う

す
る
。「
陰
謀
研
究
」
の
分
野
の
人
々
で
も
、
こ
の
話
題

に
関
し
て
は
、
私
を
嘲
笑
す
る
人
が
多
い
。
だ
が
、
私
は
気
に
し
な
い
。
あ
る
が
ま
ま
を
述
べ
て
い
る
だ
け

だ
。

　
1
9
9
6
年
に
ア
メ
リ
カ
を
3
カ
月
間
旅
行
し
、
わ
ず
か
な
人
数
の
聴
衆
を
相
手
に
講
演
し
て
い
た
と
き
、

血
筋
は
、
爬
虫
類
の
生
物
種
か
ら
遺
伝
子
的
に
派
生
し
た
と
い
う
情
報
に
、
あ
ち
こ
ち
で
遭そ
う
遇ぐ
う
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
あ
な
た
の
読
み
間
違
い
で
は
な
い
。
確
か
に
私
は
「
爬
虫
類
」
と
書
い
て
い
る
。
私
は
全
て
の
可

能
性
を
受
け
入
れ
る
つ
も
り
で
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
心
マ
イ
ン
ド

か
ら
す
る
と
バ
カ
げ
て
い
る
と
思
え
て
も
、

そ
れ
だ
け
を
理
由
に
却き
や
つ下か

し
た
り
は
し
な
い
。
だ
が
、
初
め
て
爬
虫
類
と
の
つ
な
が
り
の
こ
と
を
聞
い
た
と

き
に
は
、
さ
す
が
に
「
何
だ
っ
て
？　
も
う
一
度
、
ゆ
っ
く
り
言
っ
て
く
れ
」
と
思
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

　
私
は
い
つ
も
す
ぐ
に
理
解
・
消
化
で
き
な
い
こ
と
に
出
く
わ
し
た
と
き
に
す
る
行
動
を
取
っ
た
。
そ
の
話

題
は
棚
上
げ
に
し
、
も
っ
と
意
味
が
分
か
る
形
で
追
加
の
情
報
が
現
れ
る
ま
で
（
あ
る
い
は
現
れ
な
く
と

SAMPLE
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17 第10章　えっ？　やつらの正体は何だって？

も
）、
う
や
む
や
な
ま
ま
に
し
て
お
い
た
の
で
あ
る
。
す
る
と
本
当
に
現
れ
た
。
そ
れ
も
、
1
年
後
に
次
の

ア
メ
リ
カ
旅
行
を
終
え
る
と
、
勢
い
を
増
し
て
次
々
に
現
れ
た
の
で
あ
る
。

　
1
9
9
7
年
の
15
日
間
に
、
米
国
各
地
で
会
っ
た
12
名
の
人
々
か
ら
、
爬
虫
類
的
存
在
に
直
接
会
っ
た
経

験
、
も
し
く
は
、
家
族
や
友
人
か
ら
聞
い
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
。
そ
の
後
も
何
年
に
も
わ
た
り
、
こ
の
テ

ー
マ
は
常
に
私
に
付
き
ま
と
っ
た
。
そ
れ
は
ま
る
で
「
Ｏ
Ｋ
、
で
は
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
進
も
う
。
こ
れ
を
見

よ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
1
9
9
0
年
以
来
、
私
は
こ
う
し
た
経
験
を
頻ひ
ん

繁ぱ
ん

に
繰
り
返
し
て
い

た
。
新
た
な
テ
ー
マ
が
私
の
人
生
に
入
り
込
ん
で
き
て
は
、
全
方
位
か
ら
一
斉
射
撃
が
始
ま
る
。
い
つ
も
探

し
に
行
か
な
く
と
も
、
私
に
向
か
っ
て
や
っ
て
く
る
。

　
そ
れ
に
よ
っ
て
、
私
は
さ
ら
に
嘲
笑
を
浴
び
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
が
何
だ
。
実
際
に
起
き
て
い
る
こ

と
な
の
だ
か
ら
、
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
か
ら
得
た
情
報
と
テ
ー
マ
に
は
一
貫
性
が
あ

り
、
あ
ま
り
に
も
説
得
力
が
あ
る
。
人
々
に
簡
単
に
信
じ
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
理
由
だ
け
で
無
視
す
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
嘲
笑
や
非
難
を
受
け
な
い
よ
う
に
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
認
知
や
「
標
準
」
に
従
っ

て
行
動
・
言
論
す
る
だ
け
な
ら
ば
、
何
も
変
わ
る
こ
と
は
な
い
し
、
前
進
す
る
こ
と
も
な
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

　
イ
ル
ミ
ナ
テ
ィ
の
血
筋
は
、
人
類
と
爬
虫
類
を
交
配
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
種
で
あ
り
、
世
界
中
に
あ
る
古

代
の
伝
説
や
言
い
伝
え
に
記
録
が
残
っ
て
い
る
爬
虫
類
的
な
人
間
（
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
）
の
子
孫
で
あ
る
と

SAMPLE
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キャップス

18

い
う
こ
と
に
、
私
は
確
信
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
な
ど
血
筋
の
家
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
絶
え
ず
執し
つ

拗よ
う

に
相
互
交
配
す
る
が
、
そ
れ
は
彼
ら
の
「
特
別
な
遺
伝
子
」
を
維
持
す
る
た
め
で
あ
り
、

一
般
人
と
交
配
す
れ
ば
す
ぐ
に
薄
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
研
究
者
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
ス
ワ
ー
ド
ロ
ー
は
、
米
国
政
府
の
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
に
拘
束

さ
れ
た
境
遇
か
ら
、
爬
虫
類
人
（
レ
プ
テ
ィ
リ
ア
ン
）
の
こ
と
を
発
見
し
、
爬
虫
類
と
人
類
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
血
筋
が
、
王
族
や
貴
族
の
こ
と
を
示
す
「
青
い
血
（
ブ
ル
ー
・
ブ
ラ
ッ
ド
）」
と
い
う
言
葉
の
由
来
に
な

っ
た
と
言
っ
て
い
る
。
彼
に
よ
る
と
、
ブ
ル
ー
・
ブ
ラ
ッ
ド
た
ち
の
血
に
は
、
銅
の
含
有
量
が
多
く
、
酸
化

す
る
と
青
緑
色
に
な
る
と
い
う
〔
詳
し
く
は
ス
ワ
ー
ド
ロ
ー
著
『
地
球
を
支
配
す
る
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ド
、
爬

虫
類
人
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
系
譜
』
徳
間
書
店
を
参
照
〕。
人
間
社
会
を
秘
か
に
支
配
し
て
い
る
爬
虫
類
人
種
は
、

我
々
の
い
る
次
元
と
隣
接
し
た
次
元
に
存
在
し
て
い
る
が
、
可
視
光
線
の
範
囲
を
超
え
て
い
る
た
め
に
我
々

に
は
見
え
な
い
。
だ
が
、
可
視
光
線
の
領
域
に
出
入
り
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
爬
虫
類
人
の
「
都
市
」

や
基
地
が
地
球
内
部
に
あ
る
。
軍
の
最
高
機
密
の
地
下
基
地
に
は
、
そ
れ
と
つ
な
が
っ
た
も
の
も
あ
る
。
ロ

ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
の
よ
う
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
血
筋
は
、
地
球
表
面
と
可
視
光
線
の
範
囲
内
で
、
爬
虫
類
人
の

計
画
に
奉
仕
し
て
い
る
。

SAMPLE
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あ服
従
、
執
念
、
崇
拝
、
強
情
、
強
欲
ｅ
ｔ
ｃ

な
た
の
頭
の
中
に
も
い
る
ト
カ
ゲ
│
│
イ支

配
、
所
有
欲
、
性
暴
力
ｅ
ｔ
ｃ

ル
ミ
ナ
テ
ィ
ほ
ど
強
烈
で
は
な
い
が
…
…

　
人
々
は
自
覚
し
て
い
な
い
が
、
全
て
の
人
類
に
は
、
爬
虫
類
の
遺
伝
子
が
あ
り
、
人
間
の
行
動
に
基
本
的

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。「
フ
ェ
ロ
モ
ン
」
は
、
同
じ
種
の
動
物
が
互
い
に
仲
間
を
認
識
で
き
る
よ
う
に

分
泌
・
放
出
さ
れ
る
物
質
で
あ
る
が
、
人
間
の
女
と
イ
グ
ア
ナ
の
フ
ェ
ロ
モ
ン
は
化
学
的
に
一
致
し
て
い
る
。

ま
た
、
人
間
の
背
骨
の
基
底
部
に
は
尻
尾
の
名な
ご
り残

が
あ
り
、
尾
が
付
い
た
状
態
で
生
ま
れ
る
場
合
（
医
学
で

は
「
尾び

肢し

」
と
い
う
）
も
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
も
爬
虫
類
と
の
関
係
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
多
く
の
場
合
は
、

生
後
す
ぐ
に
尻
尾
を
除
去
す
る
が
、
貧
し
い
国
で
医
療
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
尻
尾
の
付
い
た
ま
ま

生
涯
を
過
ご
す
人
も
い
る
。
人
間
の
脳
の
主
要
部
分
の
こ
と
を
学
者
は
、「
Ｒ
複
合
体
」
つ
ま
り
「
爬
虫
類

脳
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　
爬
虫
類
脳
は
、
人
類
が
歴
史
的
に
爬
虫
類
の
遺
伝
子
を
持
っ
て
発
生
し
た
こ
と
を
最
も
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
行
動
に
も
極
め
て
大
き
な
作
用
を
し
て
い
る
。
か
な
り
多
く
の
割
合
で
、
人
間

の
行
動
は
、
爬
虫
類
脳
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　
人
間
の
爬
虫
類
脳
は
、
人
間
の
動
物
的
な
願
望
・
反
応
の
拠
点
で
あ
り
、
ト
カ
ゲ
な
ど
爬
虫
類
の
脳
と
ほ

ぼ
同
一
で
あ
る
。
鳥
類
も
、
爬
虫
類
か
ら
進
化
し
た
と
い
う
説
が
あ
り
、
爬
虫
類
脳
を
持
っ
て
い
る
。
学
者

SAMPLE
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キャップス

20

に
よ
る
と
、
こ
の
爬
虫
類
脳
が
、
人
間
の
神
経
系
の
中
核
で
あ
り
、
攻
撃
、
冷
血
に
し
て
儀
式
的
な
行
動
、

操
作
し
た
い
と
い
う
願
望
、
権
力
・
所
有
欲
（
縄
張
り
意
識
）、
強
い
者
が
正
し
い
、
支
配
、
服
従
、
衝
動
、

執
念
、
崇
拝
、
強
情
、
社
会
の
階
層
構
造
を
求
め
る
願
望
と
い
っ
た
性
格
・
形
質
に
関
与
し
て
い
る
。

　
イ
ル
ミ
ナ
テ
ィ
血
筋
の
家
系
と
彼
ら
が
築
い
た
社
会
の
性
質
が
、
こ
の
爬
虫
類
脳
の
特
徴
と
完
全
に
一
致

し
て
い
る
の
は
、
偶
然
だ
ろ
う
か
？　
私
は
偶
然
と
は
思
わ
な
い
。
研
究
者
の
ス
キ
ッ
プ
・
ラ
ー
ジ
ェ
ン
ト

は
、
Ｒ
複
合
体
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
記
事
を
書
い
て
い
る
。

　
少
な
く
と
も
人
間
行
動
の
5
つ
は
、
爬
虫
類
脳
に
由
来
し
て
い
る
。
厳
密
に
区
別
せ
ず
、
単
純
化
し

て
言
え
ば
、
強
迫
観
念
的
な
行
動
、
日
々
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
儀
式
的
・
宗
教
的
行
動
、
旧
来
の
や
り

方
に
隷れ
い

従じ
ゆ
う
す
る
こ
と
、
儀
式
の
再
演
、
法
律
、
宗
教
、
文
化
な
ど
の
分
野
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
先
例

に
従
う
こ
と
、
詐さ

欺ぎ

の
あ
ら
ゆ
る
手
口
と
い
っ
た
人
間
活
動
と
し
て
現
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
も
ま
た
、
血
筋
と
彼
ら
が
作
っ
た
組
織
の
行
動
を
完
璧
に
表
現
し
て
い
る
。
爬
虫
類
の
遺
伝
子
は
、

彼
ら
の
冷
血
な
行
動
、
毎
日
の
よ
う
に
発
生
し
て
い
る
大
量
の
犠
牲
者
に
対
す
る
同
情
心
の
欠
如
の
源
で
も

あ
る
。
人
種
差
別
、
他
の
人
種
に
対
す
る
優
越
感
は
、
爬
虫
類
脳
に
由
来
し
て
い
る
。
イ
ル
ミ
ナ
テ
ィ
血
筋

が
娯
楽
と
し
て
い
る
攻
撃
的
・
暴
力
的
な
性
行
為
も
同
様
で
あ
る
（
私
が
他
の
著
作
で
暴
露
し
て
い
る
イ
ル
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図83　爬虫類脳（Ｒ複合体）は、人間の行動・認知に最も強い影響を与える部位
である。爬虫類脳は考えるより「反応」する。

高等哺乳類脳（大脳新皮質）
──知性、熟慮することが大好きな部位

下等哺乳類脳（大脳辺縁系、
旧皮質）──情動

爬虫類脳（間脳）──生命活動。
攻撃的、儀式への執着、冷血、
支配、所有欲旺盛つまりイルミ
ナティが120％活用する部位
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ミ
ナ
テ
ィ
の
人
物
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
）。

　
爬
虫
類
脳
は
、
視
覚
イ
メ
ー
ジ
を
通
じ
て
交
信
す
る
た
め
、
イ
ル
ミ
ナ
テ
ィ
は
、
彼
ら
の
シ
ン
ボ
ル
と
ロ

ゴ
で
世
界
を
埋
め
尽
く
し
て
い
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
も
私
の
他
の
著
作
で
詳
述
し
て
い
る
）。
イ
ル
ミ
ナ
テ

ィ
に
爬
虫
類
脳
の
全
形
質
が
見
受
け
ら
れ
る
の
は
偶
然
で
は
な
く
、
彼
ら
が
爬
虫
類
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
血

筋
で
あ
る
こ
と
を
示
す
証
拠
も
存
在
す
る
。
宇
宙
学
者
の
カ
ー
ル
・
セ
ー
ガ
ン
は
、
言
っ
て
い
る
こ
と
よ
り

遥
か
に
多
く
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
が
、『
エ
デ
ン
の
園
の
龍
』〔
邦
訳
『
エ
デ
ン
の
恐
竜
』
秀
潤
社
〕
で
こ

う
述
べ
て
い
る
。

　
特
に
儀
式
的
な
行
動
、
階
層
を
好
む
行
動
は
そ
う
だ
が
、
人
間
の
性
質
に
あ
る
爬
虫
類
の
要
素
を
無

視
す
る
と
、
何
も
よ
い
こ
と
は
な
い
。
反
対
に
、
こ
の
モ
デ
ル
を
活
用
す
れ
ば
、
人
間
の
正
体
を
理
解

す
る
の
に
役
立
つ
可
能
性
が
あ
る
。

24真実
が
靴
を
履
い
て
い
る
内
に
、
噓
は
世
界
を
一
周
す
る

時
間
無
休
で
危
険
を
探
し
続
け
る
爬
虫
類
脳
　

　
こ
れ
か
ら
爬
虫
類
の
遺
伝
子
が
人
間
の
行
動
に
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る
か
述
べ
て
い
く
が
、
こ
う
し
た
作

用
は
、
爬
虫
類
の
遺
伝
子
コ
ー
ド
が
遥
か
に
多
く
注
入
さ
れ
て
い
る
イ
ル
ミ
ナ
テ
ィ
血
筋
に
お
い
て
は
、
ず
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っ
と
強
い
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。

　
爬
虫
類
脳
は
、
考
え
る
と
い
う
よ
り
も
、「
反
応
」
す
る
。「
脳
を
使
わ
ず
に
行
動
す
る
人
だ
」
な
ど
と
言

う
が
、
そ
れ
は
正
確
に
言
う
と
、
大
脳
新
皮
質
と
い
う
熟
慮
す
る
こ
と
が
好
き
な
部
位
を
使
う
こ
と
な
く
、

爬
虫
類
脳
だ
け
で
反
応
し
て
い
る
状
態
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
爬
虫
類
脳
は
、
身
体
反
応
的
な
感
情
と
生
き
残
り
反
応
の
本
拠
で
あ
り
、
脳
の
中
央
に
位
置
す
る
扁へ
ん

桃と
う

体た
い

（
大
脳
辺
縁
部
に
あ
る
ア
ー
モ
ン
ド
の
形
を
し
た
神
経
細
胞
の
塊
か
た
ま
り）

と
密
接
に
関
係
し
て
機
能
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
部
位
が
パ
ニ
ッ
ク
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
人
は
理
性
と
落
ち
着
き
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
助
け
を

求
め
る
。
し
か
も
緊
急
に
だ
。
危
機
に
直
面
し
て
、
逃
げ
る
か
、
戦
う
か
、
凍
り
つ
く
か
と
い
う
反
応
（
心

理
学
者
は
攻
撃
・
逃
避
反
応
と
呼
ぶ
）
を
す
る
と
き
、
我
々
は
爬
虫
類
脳
を
使
っ
て
い
る
。
爬
虫
類
脳
は
、

常
に
周
囲
の
環
境
を
窺う
か
が
っ
て
危
険
が
な
い
か
検
査
し
、
そ
れ
に
従
っ
て
反
応
す
る
。
認
知
し
た
危
機
に
打
ち

勝
つ
こ
と
が
で
き
る
と
判
断
す
れ
ば
戦
う
し
、
勝
て
な
い
と
思
え
ば
逃
げ
る
。
身
体
を
恐
怖
で
凍
り
つ
か
せ

る
こ
と
も
あ
る
。
動
く
こ
と
で
侵
略
者
の
注
目
を
集
め
る
危
険
な
状
況
で
は
、
動
か
な
い
で
い
る
こ
と
が
有

利
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
動
物
の
習
性
と
関
連
し
た
反
射
応
答
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
。

　
爬
虫
類
脳
に
は
、
二
つ
の
状
態
が
あ
る
。
安
全
な
状
態
と
、
安
全
で
な
い
状
態
で
あ
り
、
そ
の
中
間
は
な

い
。
爬
虫
類
脳
が
、
安
全
と
感
じ
、
く
つ
ろ
い
で
い
る
と
き
は
、
新
皮
質
も
平
穏
で
い
る
こ
と
が
で
き
、

「
正
常
な
思
考
」（
少
な
く
と
も
、
よ
り
正
常
な
思
考
）
が
で
き
る
。
爬
虫
類
脳
が
、
脅き
よ
う威い

を
感
じ
、
安
全
で

SAMPLE



ムーン・マトリックス覚醒篇④
24

キャップス

24

な
い
と
思
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
テ
レ
ビ
・
コ
メ
デ
ィ
『
ダ
ッ
ズ
・
ア
ー
ミ
ー
』
の
ジ
ョ
ン
伍
長
の
よ
う
な
反

応
を
す
る
こ
と
に
な
る
。「
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
な
！　
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
な
！
」
と
走
り
回
っ
て
叫
び
な
が

ら
、
ま
さ
に
自
分
が
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
で
あ
る
。

　
研
究
や
実
験
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
恐
怖
に
負
け
る
と
、
恐
怖
は
伝
染
す
る
。
ド
イ
ツ
の
デ
ュ
ッ
セ

ル
ド
ル
フ
大
学
の
研
究
者
は
、
49
人
の
学
生
被
験
者
の
脇
の
下
に
綿
パ
ッ
ド
を
当
て
、
大
学
の
試
験
を
受
け

た
と
き
と
、
運
動
用
の
自
転
車
に
乗
っ
た
と
き
の
汗
を
採
取
し
た
。
そ
し
て
、
別
の
学
生
た
ち
に
、
綿
パ
ッ

ド
の
臭
い
を
嗅か

が
せ
て
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
脳
を
モ
ニ
タ
ー
し
た
。
彼
ら
は
、「
パ
ニ
ッ
ク
の
汗
」
と

「
運
動
の
汗
」
を
嗅
ぎ
分
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
っ
た
が
、
彼
ら
の
脳
は
識
別
し
て
い
た
。
パ
ニ
ッ
ク

の
汗
は
、
感
情
と
同
情
を
扱
う
脳
の
部
位
を
動
か
し
た
。「
恐
怖
の
臭
い
を
嗅
ぐ
」
と
い
う
が
、
こ
れ
は
実

際
に
あ
る
こ
と
で
、
恐
怖
は
振
動
的
に
伝
わ
り
、
爬
虫
類
脳
の
導
く
ま
ま
に
大
衆
パ
ニ
ッ
ク
を
生
み
出
す
こ

と
も
あ
る
。

　
爬
虫
類
脳
は
、
生
き
残
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
恐
怖
か
ら
生
じ
た
感
情
反
応
で
、
新
皮
質
の
思
考

を
圧
倒
す
る
働
き
を
す
る
。「
頭
の
中
が
真
っ
白
に
な
る
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
こ
と
だ
。
頭
を
爬
虫
類
脳

に
明
け
渡
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
生
き
残
り
と
い
う
場
合
、
肉
体
的
な
生
き
残
り
だ
け
を
意
味
し
て
い
る

の
で
は
な
い
。
爬
虫
類
脳
は
、
現
状
の
地
位
、
権
力
、
評
判
、
優
位
性
、
知
能
の
卓
越
、
自
意
識
な
ど
を
守

る
こ
と
も
、
生
き
残
り
の
仕
事
と
解
釈
す
る
。
科
学
者
、
歴
史
家
、
宗
教
信
者
が
、
彼
ら
の
硬
直
的
な
考
え
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図84　我々が恐怖と生き残り本能に負けてしまうならば、我々の認知、反応、人
生は、爬虫類脳に支配される。

SAMPLE



ムーン・マトリックス覚醒篇④
26

キャップス

26

方
を
崩
す
よ
う
な
新
し
い
情
報
や
考
え
方
を
攻
撃
的
な
態
度
で
拒き
よ
絶ぜ
つ
す
る
の
は
、
彼
ら
の
爬
虫
類
脳
が
活
性

化
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
も
、
爬
虫
類
脳
が
彼
ら
を
動
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
生
き
残
り

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
作
動
し
た
の
だ
。

　
い
わ
ゆ
る
「
懐
疑
派
」
の
人
々
も
同
じ
で
、
彼
ら
は
、
自
ら
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
よ
う
に
固
ま
っ
た
認
識

と
一
致
し
な
い
情
報
や
考
え
方
を
中ち
ゆ
う

傷し
よ
う

す
る
の
に
夢
中
で
あ
る
。
こ
れ
も
恐
怖
の
一
種
で
あ
る
。
間
違
っ

て
い
る
こ
と
の
恐
怖
、
自
分
が
思
っ
て
い
た
よ
う
な
世
界
で
な
い
こ
と
の
恐
怖
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
、
懐

疑
派
も
完
全
に
爬
虫
類
脳
の
奴
隷
で
あ
る
。「
懐
疑
派
」
と
い
う
の
は
、
言
葉
の
通
り
、
疑
う
人
々
で
は
な

い
。
最
初
か
ら
た
だ
単
に
、
自
分
の
意
見
と
は
違
う
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
、
他
の
人
の
意
見
を
崩
す
こ
と

に
決
め
て
い
る
人
々
で
あ
る
。
こ
れ
も
爬
虫
類
脳
の
生
き
残
り
反
応
で
あ
る
。

　
多
く
の
人
々
は
、「
も
の
ご
と
の
在あ

り
様よ
う
」
に
つ
い
て
固
定
的
な
見
方
を
す
る
こ
と
で
、
安
心
感
を
得
て

い
る
。
宗
教
、
科
学
、
政
治
、「
教
育
」、
医
療
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
何
ら
か
の

方
法
で
現
状
が
脅お
び
や

か
さ
れ
る
と
、
爬
虫
類
脳
は
そ
れ
を
征
服
す
べ
き
危
険
と
読
み
取
り
、「
敵
」
と
認
知
し

た
者
を
潰つ
ぶ

す
か
（
宗
教
や
科
学
界
の
迫
害
の
よ
う
に
）、
新
し
い
考
え
方
を
無
視
し
て
、
あ
た
か
も
存
在
し

な
い
よ
う
に
ふ
る
ま
う
の
で
あ
る
。

　
爬
虫
類
脳
は
、
我
々
が
「
時
間
」
と
呼
ぶ
領
域
で
作
動
し
な
い
た
め
、
記
憶
と
現
在
の
経
験
を
区
別
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
安
全
を
脅
か
さ
れ
た
状
態
に
関
連
す
る
記
憶
を
持
っ
て
い
る
と
、
爬
虫
類
脳
は
、
今
そ
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れ
を
経
験
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
反
応
し
よ
う
と
す
る
。
恐
怖
を
感
じ
る
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
れ

が
現
実
に
起
き
て
い
る
か
の
よ
う
に
身
体
が
反
応
す
る
だ
ろ
う
。
夢
を
見
て
、
汗
を
か
き
、
叫
ん
だ
り
、
身

体
が
「
凍
り
つ
く
」
経
験
を
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
爬
虫
類
脳
が
、
現
実
と
想
像
の
区
別
を
知
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。

　
爬
虫
類
脳
は
、
た
だ
反
応
す
る
だ
け
で
あ
り
、
よ
く
考
え
て
み
る
必
要
も
な
く
、
光
の
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド

で
反
応
す
る
。
熟
慮
す
る
の
は
、
新
皮
質
で
あ
る
が
、
Ｒ
複
合
体
よ
り
も
ず
っ
と
反
応
す
る
の
が
遅
い
。
昔

の
格
言
に
（
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
の
言
葉
と
も
言
わ
れ
る
）「
真
実
が
靴
を
履は

い
て
い
る
内
に
、
噓
は
世

界
を
一
周
し
て
い
る
」
と
あ
る
。
爬
虫
類
脳
と
新
皮
質
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。

　
爬
虫
類
的
な
反
応
に
よ
る
行
動
は
、
冷
静
な
思
考
が
始
ま
る
以
前
に
、
結
果
を
出
し
終
え
て
い
る
こ
と
も

あ
る
。
爬
虫
類
脳
の
ト
カ
ゲ
、
蛇
、
鳥
が
、
ど
れ
ほ
ど
素
早
く
危
機
に
反
応
で
き
る
か
見
て
み
る
と
よ
い
。

反
応
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
で
あ
る
。
爬
虫
類
脳
は
、
呼
吸
を
制
御
し
（
そ
の
た
め
、
恐
怖
や
感
情
が
昂た
か
ぶ
る
と

呼
吸
が
乱
れ
る
）、
消
化
（
ス
ト
レ
ス
の
胃
炎
は
こ
の
た
め
）、
排
泄
（
恐
怖
で
漏も

ら
し
て
し
ま
う
）、
血
行

と
体
温
（
い
ず
れ
も
恐
怖
、
危
険
、
感
情
に
よ
っ
て
根
本
的
な
影
響
を
受
け
る
）、
動
作
・
姿
勢
・
身
体
の

バ
ラ
ン
ス
（
こ
の
た
め
、
身
体
の
動
き
か
ら
感
情
の
動
き
が
読
み
取
れ
る
）
を
制
御
す
る
。
爬
虫
類
脳
は
、

休
眠
す
る
こ
と
が
な
い
。
24
時
間
無
休
で
危
険
を
探
し
続
け
、
あ
な
た
が
眠
り
に
落
ち
て
も
呼
吸
を
維
持
し

て
い
る
。

SAMPLE
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生恐
怖
、
キ
ヨ
ー
フ
、
恐
怖
！

き
残
り
の
た
め
性
・
マ
ネ
ー
・
権
力
・
食
物
に
妄
執
す
る
爬
虫
類
脳

　
爬
虫
類
脳
は
、
間
違
い
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
な
く
、
恐
怖
と
生
き
残
り
を
基
盤
と
し
て
も
と
も
と
プ
ロ
グ
ラ

ム
さ
れ
て
い
る
誘ト
リ
ガ
ー因

に
反
応
す
る
だ
け
で
あ
る
。
即
座
に
反
応
す
る
た
め
、
後
で
悔
や
む
よ
う
な
行
動
に
な

る
こ
と
も
あ
る
。
爬
虫
類
脳
が
制
御
不
能
に
な
る
と
破
滅
的
に
な
り
、
激
し
い
夫
婦
喧
嘩
か
ら
世
界
大
戦
ま

で
何
で
も
引
き
起
こ
す
。

　
爬
虫
類
脳
は
、
言
葉
で
は
な
く
イ
メ
ー
ジ
で
通
信
す
る
た
め
、
広
告
代
理
店
の
狙ね
ら
い
も
爬
虫
類
脳
に
あ
る
。

特
に
性
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
使
っ
た
も
の
は
そ
う
で
あ
る
。
爬
虫
類
脳
の
生
き
残
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
に
、

交
尾
の
相
手
を
探
し
て
、
種
を
繁
殖
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
性
欲
の
源
、
そ
し
て
、
性
的
刺
激
に
よ
っ
て
行

動
が
操
作
で
き
る
理
由
は
、
爬
虫
類
脳
に
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
広
告
を
見
て
み
れ
ば
、
い
か
に
性
と
生
き
残

り
の
テ
ー
マ
が
無
数
の
形
態
で
充
満
し
て
い
る
か
分
か
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
図
は
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
爬

虫
類
脳
を
刺
激
し
、
幼
い
子
供
で
あ
っ
て
も
爬
虫
類
脳
が
支
配
的
な
状
態
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
性
的
な
意

識
の
目
覚
め
が
若
年
化
の
傾
向
を
辿
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。

　
血
筋
が
設
立
・
支
配
し
て
い
る
国
連
は
、
5
歳
の
幼
い
子
供
に
性
教
育
を
義
務
付
け
、
自
慰
や
「
性
暴

力
」
と
い
っ
た
話
題
を
教
え
る
よ
う
推す
い

奨し
よ
う
し
て
い
る
。
こ
の
勧
告
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
報
告
に
含
ま
れ
て
い
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る
が
、
そ
こ
に
は
、
5
〜
8
歳
の
子
供
た
ち
に
、「
自
分
の
性
器
を
触
っ
た
り
擦こ
す
っ
た
り
す
る
こ
と
を
自
慰
」

と
言
い
、
そ
の
陰
部
を
「
自
分
で
触
る
と
気
持
ち
よ
く
な
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
教
え
る
よ
う
に
記
述
さ
れ

て
い
る
。「
責
任
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
求
め
る
市
民
」
団
体
の
ミ
シ
ェ
ル
・
タ
ー
ナ
ー
は
、「
ど
う
し
て
子

供
た
ち
が
子
供
ら
し
く
あ
っ
て
は
い
け
な
い
の
？
」
と
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
そ
の
答
え
は
、
陰
謀
団

が
そ
れ
を
望
ん
で
い
な
い
の
だ
。

　
マ
ネ
ー
に
関
す
る
問
題
も
、
や
は
り
爬
虫
類
脳
で
あ
る
。
マ
ネ
ー
が
世
界
の
社
会
を
支
配
し
て
い
る
と
い

う
前
提
を
置
け
ば
、
当
然
な
が
ら
、
爬
虫
類
脳
は
、
マ
ネ
ー
と
生
き
残
り
を
同
一
視
す
る
。
十
分
に
マ
ネ
ー

が
な
い
こ
と
に
恐
怖
を
感
じ
、
必
要
以
上
で
あ
っ
て
も
マ
ネ
ー
を
多
く
持
つ
ほ
ど
生
き
残
り
の
チ
ャ
ン
ス
と

い
う
意
味
で
は
良
い
こ
と
に
な
る
。
人
生
を
何
回
も
送
る
の
に
十
分
な
マ
ネ
ー
を
持
っ
て
い
な
が
ら
も
、
ま

だ
マ
ネ
ー
の
蓄
積
に
夢
中
に
な
る
人
が
い
る
理
由
の
一
つ
は
こ
こ
に
あ
る
。

　
そ
し
て
、
も
ち
ろ
ん
、
マ
ネ
ー
は
、
権
力
を
行
使
し
、
人
々
を
支
配
す
る
た
め
に
も
利
用
可
能
で
あ
り
、

実
際
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
支
配
欲
も
、
爬
虫
類
脳
の
形
質
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
も
や
は
り
、
他
者

に
対
し
て
権
力
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
お
く
ほ
う
が
、
生
き
残
り
の
可
能
性
が
高
く
な
る
と
捉と
ら
え
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。
食
べ
物
も
同
様
で
あ
る
。
我
々
が
認
知
す
る
通
り
、
十
分
な
食
べ
物
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
明
ら

か
に
生
き
残
り
の
た
め
に
基
本
的
な
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
爬
虫
類
脳
の
役
割
で
あ
る
。
マ
ネ
ー
で
も
十

分
な
量
よ
り
も
多
く
確
保
す
る
ほ
ど
生
き
残
り
の
チ
ャ
ン
ス
が
増
す
が
、
食
べ
物
に
つ
い
て
も
、
抑
制
で
き
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な
く
な
っ
た
爬
虫
類
脳
の
原
始
的
な
生
き
残
り
本
能
の
た
め
に
、
多
く
の
人
は
遥
か
に
食
べ
す
ぎ
て
い
る
。

食
糧
不
足
の
と
き
に
食
糧
を
求
め
て
互
い
に
争
っ
て
い
る
人
々
は
、
ま
さ
に
爬
虫
類
脳
が
絶
好
調
の
状
態
に

あ
る
。

「
怒
鳴
り
合
い
の
喧
嘩
」
は
、
爬
虫
類
脳
が
知
っ
て
い
る
唯
一
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
使
っ
て
い

る
状
態
で
あ
る
。
凶
悪
犯
や
い
じ
め
っ
子
は
、
爬
虫
類
脳
の
操
り
人
形
で
あ
る
。
独
裁
者
や
暴
君
も
そ
う
で

あ
る
。
車
を
運
転
中
の
イ
ラ
イ
ラ
や
暴
行
の
原
因
も
こ
こ
に
あ
る
。
前
に
割
り
込
ま
れ
る
と
、
Ｒ
複
合
体
が
、

縄
張
り
を
侵
害
さ
れ
た
と
解
釈
し
て
反
応
す
る
。
ま
た
、
爬
虫
類
脳
は
、eruptingm

ind.com

と
い
う
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
記
事
に
書
い
て
あ
る
よ
う
に
、
自
己
像
と
「
地
位
」
の
要
求
を
結
び
付
け
る
こ
と
も
す
る
。

　
確
実
に
あ
な
た
の
外
見
を
良
く
し
た
り
、
健
康
に
良
い
と
言
わ
れ
る
も
の
は
、
爬
虫
類
脳
に
と
っ
て

刺
激
と
な
り
、
爬
虫
類
脳
は
、
偏
執
、
強
迫
行
動
、
支
配
、
自
己
維
持
と
い
っ
た
反
応
を
す
る
。
衣
服
、

靴
、
ビ
タ
ミ
ン
を
買
う
の
に
夢
中
に
な
り
、
容
姿
に
固こ

執し
ゆ
う

す
る
人
が
い
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

こ
う
し
た
商
品
の
宣
伝
を
見
る
と
、
ど
れ
も
非
常
に
魅
力
的
な
こ
と
に
気
付
く
と
思
う
。
い
っ
た
い
ど

う
し
て
だ
ろ
う
か
？

　
性
を
利
用
す
れ
ば
売
上
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
た
め
、
魅
力
的
な
人
々
が
使
用
さ
れ
る
。
性
を
利
用
す

る
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
あ
な
た
を
不
十
分
な
人
間
だ
と
思
わ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
宣
伝
に
使
わ
れ
て

SAMPLE
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い
る
人
々
よ
り
も
、
自
分
自
身
が
魅
力
的
で
な
く
、
富
も
権
力
も
な
い
と
す
れ
ば
、
特
に
そ
う
だ
。
こ

う
し
て
、
敵
意
、
嫉し
つ

妬と

、
屈
服
、
も
し
く
は
、
競
争
し
て
み
よ
う
と
い
う
願
望
が
刺
激
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

　
商
品
を
購
入
す
る
こ
と
で
、
あ
な
た
の
無
意
識
に
し
て
非
合
理
的
な
脳
は
、
商
品
の
購
入
と
、
そ
れ

を
宣
伝
し
て
い
た
人
を
結
び
付
け
る
。
宣
伝
に
著セ

レ

ブ
名
人
が
よ
く
使
用
さ
れ
る
理
由
の
一
つ
は
こ
こ
に
あ

る
。
そ
の
著
名
人
が
備
え
て
い
る
も
の
が
、
そ
の
商
品
と
一
緒
に
な
っ
て
あ
な
た
の
手
に
入
る
と
い
う

錯
覚
を
抱
か
せ
る
の
で
あ
る
。

支
配
・
操
作
は
爬
虫
類
脳
を
通
じ
て
な
さ
れ
る

　
ほ
と
ん
ど
の
商
品
広
告
、
政
府
発
表
、
工
作
さ
れ
た
事
件
は
、
爬
虫
類
脳
を
標
的
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

脳
の
辺
縁
部
と
扁
桃
体
と
密
接
に
動
く
。
脳
の
辺
縁
部
は
、
別
の
方
法
で
感
情
を
処
理
し
、
記
憶
に
結
び
付

け
る
。
こ
の
た
め
、
我
々
は
感
情
に
結
び
付
い
た
出
来
事
は
記
憶
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
食
べ
る
こ
と
や

セ
ッ
ク
ス
な
ど
の
生
存
本
能
は
可
能
な
限
り
楽
し
い
も
の
に
し
て
何
度
も
繰
り
返
す
よ
う
に
し
、
片
や
生
き

残
り
を
脅
か
す
よ
う
な
行
為
は
、
可
能
な
限
り
不
快
で
苦
痛
な
も
の
に
す
る
こ
と
で
、
爬
虫
類
脳
の
生
き
残

り
要
求
を
支
援
す
る
の
で
あ
る
。
幸
い
な
こ
と
に
、
辺
縁
部
は
、
爬
虫
類
脳
ほ
ど
完
全
に
反
射
的
で
は
な
く
、

陰
謀
の
基
本
│
│
常
に
人
々
を
恐
怖
・
不
安
・
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
し
て
お
く

SAMPLE
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経
験
か
ら
学
ぶ
力
を
持
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
さ
ら
に
深
く
検
討
す
る
前
に
、
現
在
の
地
球
社
会
が
支
配
・
操
作
さ
れ
て
い
る
仕
組
み
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
れ
は
爬
虫
類
脳
を
通
じ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
私
が
、
Ｐ
Ｒ
Ｓ
（
プ
ロ
ブ
レ
ム
・

リ
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）
と
呼
ぶ
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
、
ほ
と
ん
ど
全
て
が
爬
虫
類
脳
の
生
き
残
り

反
応
（
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
）
を
活
性
化
す
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
恐
怖
や
危
機
感
を
煽あ
お

っ
て

爬
虫
類
脳
を
「
問
題
」
に
対
し
て
反
応
さ
せ
、
危
機
か
ら
救
済
し
て
く
れ
る
「
解
決
策
」
に
心
を
開
か
せ
る

こ
と
に
尽
き
る
の
で
あ
る
。「
何
と
い
う
こ
と
だ
。
ど
こ
も
か
し
こ
も
テ
ロ
リ
ス
ト
だ
ら
け
だ
。
私
の
自
由

を
奪
っ
て
く
れ
。
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
埋
め
て
く
れ
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
教
え
て
く
れ
。
何
で
も
言
う
通

り
に
す
る
。
私
を
救
っ
て
く
れ
」
と
い
う
具
合
に
で
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
陰
謀
の
基
本
は
、
人
々
を
恐
怖
、
不
安
、
ス
ト
レ
ス
、
悩
み
の
状
態
に
常
に
し
て
お
く
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
危
険
」
の
現
れ
で
あ
り
、
爬
虫
類
脳
の
反
応
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
我
々
を
拘
束

す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
人
間
の
経
験
の
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
起
き
て
い
る
。
配
偶
者
を
失
う
恐
怖
か
ら
、

仕
事
や
家
を
失
う
恐
怖
、
自
分
や
他
の
人
が
死
ぬ
恐
怖
、
神
や
悪
魔
の
恐
怖
、
ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン
の
恐
怖
に
至

る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
何
ら
か
の
理
由
で
（
肉
体
的
な
理
由
、
金
銭
的
な
理
由
な
ど
）
生
き
残
り
で
き

な
い
と
い
う
恐
怖
に
襲
わ
れ
た
場
合
、
人
々
は
自
ら
を
守
っ
て
く
れ
る
と
信
じ
る
人
や
物
に
、
本
能
的
に
力

を
明
け
渡
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
を
行
っ
て
い
る
の
が
、
爬
虫
類
脳
で
あ
る
。

SAMPLE
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世
界
が
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
中
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
い
う
多
重
階
層
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
爬
虫
類
脳

で
あ
り
、
何
十
億
も
の
人
々
が
、
こ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
の
中
で
自
分
の
位
置
付
け
を
わ
き
ま
え
、
そ
の
階

層
構
造
に
従
属
し
て
い
る
の
も
、
爬
虫
類
脳
の
な
せ
る
わ
ざ
で
あ
る
。
権
威
あ
る
人
（
上
司
な
ど
）
が
や
っ

て
き
た
り
、
逆
に
あ
な
た
を
呼
び
出
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。
多
く
の
人
は
、
程
度
の
差
は
あ
れ
、
何
ら
か

の
恐
怖
に
関
係
あ
る
感
情
的
な
反
応
を
す
る
だ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
の
「
人
間
関
係
セ
ラ
ピ
ス
ト
」
の
ケ
イ

ス
・
ミ
ラ
ー
は
、
爬
虫
類
脳
と
人
間
関
係
に
つ
い
て
非
常
に
興
味
深
い
記
事
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
書
い
て

い
る
。
彼
は
考
察
し
て
い
る
。

　
権
威
あ
る
人
が
部
屋
に
入
っ
て
く
る
と
、
周
囲
の
環
境
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
脳
の
部
分
が
、
危
険

信
号
を
爬
虫
類
脳
に
送
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
そ
の
人
と
比
較
的
良
好
な
関
係
を
築
い
て
い
た
と
し
て
も

で
あ
る
。
多
く
の
人
に
と
っ
て
、
上
司
に
対
し
、
次
の
3
つ
の
行
動
以
外
を
取
る
こ
と
は
難
し
い
。
①

対
戦
す
る
。
上
司
や
同
僚
の
言
う
こ
と
に
対
し
、
内
容
が
何
で
あ
れ
、「
論
理
的
」
に
同
意
し
な
い
と

い
う
形
態
を
取
る
こ
と
が
多
い
。
②
逃
げ
る
。
通
常
は
、
本
当
に
自
分
が
思
っ
て
い
る
こ
と
を
言
わ
ず
、

感
じ
て
い
る
こ
と
を
表
に
出
さ
な
い
と
い
う
回
避
行
動
に
逃
げ
込
む
こ
と
に
な
る
。
③
凍
り
つ
く
。
い

つ
も
は
知
的
で
魅
力
的
な
人
が
、「
脳
死
」
状
態
に
な
る
。
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王
制
に
賛
成
し
て
い
な
い
著
名
人
が
、
女
王
の
前
に
出
る
と
「
脳
死
」
状
態
に
な
り
、
い
つ
も
な
ら
冷
笑

的
に
批
判
し
て
い
る
相
手
に
従
順
な
態
度
を
取
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
究
極

の
権
威
の
象
徴
を
前
に
し
て
、
危
険
を
感
知
し
た
爬
虫
類
脳
が
反
応
し
、
階
層
構
造
に
復
帰
し
、「
自
分
の

立
場
を
わ
き
ま
え
て
い
る
」
状
態
で
あ
る
。

　
オ
バ
マ
の
選
挙
活
動
で
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ア
ク
セ
ル
ロ
ッ
ド
（
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
・
シ
オ
ニ
ス
ト
）
た
ち

が
、
標
的
に
し
た
の
も
爬
虫
類
脳
だ
っ
た
。
全
米
で
演
説
し
た
オ
バ
マ
の
聴
衆
の
反
応
は
、
新
皮
質
か
ら
出

た
も
の
で
は
な
い
。
新
皮
質
の
反
応
で
あ
れ
ば
、
話
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
内
容
を
考
え
、
質
問
し
、
も
っ
と

詳
し
い
内
容
を
知
り
た
が
る
。
そ
う
で
は
な
く
、「
変
化
」「
希
望
」「
我
々
に
は
で
き
る
」「
信
じ
る
べ
き
何

か
」
と
い
っ
た
爬
虫
類
脳
か
ら
出
た
感
情
的
な
反
応
だ
っ
た
。

　
チ
ベ
ッ
ト
の
秘
教
で
は
、
破
壊
的
な
感
情
の
こ
と
を
「
我
々
の
現
実
認
識
を
歪ゆ
が
め
る
状
態
」
と
定
義
し
て

い
る
。
こ
れ
が
ま
さ
に
制
御
不
能
に
な
っ
た
爬
虫
類
脳
が
行
う
こ
と
で
あ
り
、
人
間
を
支
配
す
る
た
め
に
爬

虫
類
脳
が
重
要
な
鍵
を
握
る
理
由
で
も
あ
る
。
こ
の
一
文
の
意
味
の
重
み
は
、
本
書
を
読
み
進
め
て
い
く
ほ

ど
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
ま
だ
表
面
を
引
っ
搔
い
て
い
る
程
度
に
過
ぎ
な
い
。

　
チ
ベ
ッ
ト
の
秘
教
で
は
、
破
壊
的
な
感
情
の
こ
と
を
「
過
剰
な
愛
着
」
と
も
定
義
す
る
が
、
こ
れ
は
本
当

に
そ
の
通
り
だ
。
我
々
は
、
人
間
関
係
に
愛
着
を
持
ち
（
多
く
は
感
情
的
な
「
必
要
性
」
に
基
づ
い
て
い

る
）、
信
念
、
現
状
、
業
績
、
マ
ネ
ー
、
そ
し
て
、
物
質
的
な
「
物
」
一
般
に
愛
着
す
る
。「
必
要
」
と
認
知
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し
た
も
の
に
よ
り
、
愛
着
が
形
成
さ
れ
る
と
、
今
度
は
そ
の
愛
着
し
た
も
の
を
失
う
恐
怖
を
抱
え
る
こ
と
に

な
る
。
確
た
る
根
拠
が
な
く
と
も
、
失
う
こ
と
が
あ
り
う
る
と
思
う
だ
け
で
、
そ
れ
に
従
っ
て
爬
虫
類
脳
は

現
実
を
復
号
・
解
読
（
デ
コ
ー
ド
）
し
、
我
々
を
「
幸
福
」
に
し
て
い
る
も
の
を
失
う
恐
怖
で
、
常
に
不
安

な
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
る
。
爬
虫
類
脳
は
、
潜
在
意
識
で
反
応
す
る
「
自オ
ー
ト
パ
イ
ロ
ツ
ト

動
操
縦
士
」
で
あ
り
、
人
間
の

行
動
の
相
当
な
部
分
を
決
定
し
て
い
る
。

　
戦
争
を
起
こ
し
、「
競
争
」
に
勝
と
う
と
し
、
自
ら
の
意
志
を
他
者
に
押
し
付
け
、
邪
魔
に
な
る
も
の
は

何
で
も
潰
そ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
爬
虫
類
脳
で
あ
る
。「
潜
在
意
識
」
と
い
う
部
分
を
強
調
し
て
お
き
た

い
。
こ
れ
ま
で
の
章
で
、
私
は
人
々
が
根コ
ン
シ
ヤ
ス
ネ
ス

源
意
識
に
目
覚
め
て
い
な
い
と
書
い
た
が
、
こ
れ
は
本
書
を
貫
く

テ
ー
マ
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
人
間
の
行
動
は
、
無
意
識
の
反
応
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
反
応
で
あ
り
、
自

動
操
縦
士
で
あ
る
爬
虫
類
脳
を
通
じ
て
発
生
し
て
い
る
。

爬典
型
は
ブ
レ
ア
元
英
首
相

虫
類
人
血
筋
「
私
は
望
む
も
の
を
得
る
た
め
噓
を
つ
く
。
何
が
悪
い
」

　
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
。
イ
ル
ミ
ナ
テ
ィ
の
血
筋
と
、
彼
ら
と
遺
伝
子
的
に
関
係
の
あ
る
代
理
人
は
、
並
外

れ
た
噓
つ
き
で
あ
る
。
彼
ら
は
い
つ
も
噓
を
つ
く
。
何
も
か
も
噓
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
噓
と
欺ぎ

瞞ま
ん

で
、
彼
ら

の
目
標
を
正
当
化
し
、
互
い
に
噓
を
つ
き
、
騙だ
ま

し
合
っ
て
は
、
油
で
ベ
ト
ベ
ト
し
た
権
力
と
地
位
の
柱
を
よ
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じ
登
っ
て
い
く
。
私
は
ト
ニ
ー
・
ブ
レ
ア
の
こ
と
を
遺
伝
子
的
な
噓
つ
き
と
表
現
し
た
が
、
血
筋
の
人
々
に

つ
い
て
は
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。

　
爬
虫
類
脳
は
、
生
き
残
り
の
た
め
な
ら
ば
何
で
も
す
る
し
、
生
き
残
り
の
た
め
に
必
要
と
思
え
ば
、
良
心

の
呵か

責し
や
く

な
く
噓
を
つ
く
。
私
自
身
の
人
生
経
験
で
も
、
そ
の
よ
う
な
人
と
遭
遇
し
て
き
た
が
、
彼
ら
は
あ
ま

り
に
も
ひ
ど
い
噓
を
つ
き
、
そ
れ
も
無
意
識
な
の
で
、
彼
ら
が
噓
を
つ
い
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
ま
で
に
し

ば
ら
く
時
間
が
必
要
で
あ
る
。
真
顔
で
そ
ん
な
大
噓
を
つ
け
る
は
ず
が
な
い
と
思
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

本
当
の
こ
と
を
話
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
誰
か
に
指
摘
さ
れ
る
と
、
ず
う
ず
う
し
く
も
激
怒
し
な
が

ら
退
散
す
る
。

　
噓
を
つ
く
こ
と
は
、
爬
虫
類
脳
の
生
き
残
り
シ
ス
テ
ム
の
武
器
の
一
つ
で
あ
る
。
ト
ニ
ー
・
ブ
レ
ア
は
、

本
当
の
こ
と
を
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
本
当
の
こ
と
を
言
え
ば
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
と
一
緒
に

牢
屋
に
入
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
彼
は
噓
を
つ
く
し
か
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
前
の
噓
を
繕つ
く
ろ

う
た
め
に
、
新

た
な
噓
が
必
要
に
な
り
、
そ
の
繰
り
返
し
に
な
る
。
爬
虫
類
の
遺
伝
子
の
濃
い
血
筋
の
中
で
は
、
あ
ら
ゆ
る

爬
虫
類
脳
の
形
質
が
増
幅
さ
れ
て
い
る
。

　
人
類
も
噓
を
つ
く
が
、
血
筋
と
そ
の
親
類
に
と
っ
て
、
噓
は
人
生
そ
の
も
の
で
あ
る
。
私
は
何
度
も
繰
り

返
し
述
べ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
人
々
に
は
恥
と
い
う
感
覚
は
な
く
、
そ
の
た
め
に
罪
の
意
識
や
感
情
の
動

き
も
な
し
に
、
噓
を
つ
く
こ
と
が
で
き
る
。
爬
虫
類
脳
は
「
私
は
生
き
残
る
必
要
が
あ
る
。
だ
か
ら
噓
を
つ
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く
。
何
が
悪
い
？
」
と
言
う
。

　
爬
虫
類
人
の
血
筋
は
「
私
は
望
む
も
の
を
得
る
た
め
に
噓
を
つ
く
。
何
が
悪
い
？
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

ド竜

座
ラ
コ
の
爬
虫
類
人
（
過

ド
ラ
コ
ニ
ア
ン酷

）
が
最
も
冷
酷
で
暴
力
的
破
壊
的

　
爬
虫
類
人
に
関
連
す
る
詳
細
情
報
は
、『
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
子
供
た
ち
』〔
邦
訳
『
竜
で
あ
り
蛇
で
あ
る
わ

れ
ら
が
神
々
（
上
・
下
）』
徳
間
書
店
〕、『
大
い
な
る
秘
密
』〔
邦
訳
『
大
い
な
る
秘
密
（
上
・
下
）』
三
交

社
〕、『
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ア
イ
ク
の
世
界
陰
謀
ガ
イ
ド
』〔
邦
訳
『
恐
怖
の
世
界
大
陰
謀
（
上
・
下
）』
三
交

社
〕
な
ど
の
著
作
に
書
い
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
全
て
を
繰
り
返
す
こ
と
は
し
な
い
。
点
と
点
を
結
び
、

絵
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
で
述
べ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
血
筋
の
種
は
、
古
代
・
有
史
以
前
の
世
界
に
お
い
て
、「（
複
数
の
）
星
か
ら
来
た
」
非
人

類
と
人
類
の
遺
伝
子
を
結
合
し
て
誕
生
し
た
。（
全
て
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
）
少
な
く
と
も
多
く
の

人
間
の
形
態
を
持
つ
種
は
、
こ
う
し
て
出
現
し
た
。
こ
れ
は
世
界
中
に
残
る
伝
説
や
先
住
民
の
言
い
伝
え
に

共
通
す
る
テ
ー
マ
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
ど
こ
に
行
っ
て
も
似
た
話
が
あ
る
。「
ズ
ー
ル
ー
」
と
い
う
言
葉
は

そ
れ
だ
け
で
「
星
の
子
供
た
ち
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
が
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
先
住
民
文
化
に
は
、
人
間
と

交
流
し
、
交
配
し
た
「
星
の
人
々
」
と
い
っ
た
類た
ぐ
い
の
伝
説
や
物
語
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
古
代
か
ら
現
代
に
至
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る
神
々
の
起
源
で
あ
る
。

　
こ
の
宇
宙
に
い
る
の
は
我
々
だ
け
で
あ
り
、
我
々
が
知
る
よ
う
な
形
態
の
生
命
は
、
こ
の
小
さ
な
太
陽
系

の
小
さ
な
惑
星
だ
け
に
存
在
す
る
と
い
う
考
え
は
異
常
で
あ
る
が
、
心
を
溶
接
し
て
閉
ざ
し
て
い
る
科
学
界

は
そ
の
よ
う
に
考
え
る
。
ブ
ル
ガ
リ
ア
政
府
の
科
学
者
は
、
わ
ざ
わ
ざ
2
0
0
9
年
に
「
エ
イ
リ
ア
ン
は
地

球
上
に
す
で
に
存
在
し
て
い
る
」
と
発
表
し
、
そ
の
エ
イ
リ
ア
ン
と
接
触
し
て
い
る
と
も
述
べ
た
。
ブ
ル
ガ

リ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
宇
宙
研
究
所
の
ラ
チ
ャ
ザ
ー
ル
・
フ
ィ
リ
ポ
フ
副
所
長
が
、「
現
在
、
我
々
の
周

囲
の
あ
ち
こ
ち
に
エ
イ
リ
ア
ン
が
存
在
し
、
い
つ
も
我
々
の
こ
と
を
監
視
し
て
い
る
」
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
報

道
機
関
に
述
べ
、
こ
の
話
を
確
認
し
て
い
る
。
こ
れ
は
古
代
の
人
々
が
言
っ
て
い
た
こ
と
だ
。

　
古
代
人
は
、
エ
イ
リ
ア
ン
の
こ
と
を
「
監
視
人
」
と
呼
ん
で
い
た
。
さ
ら
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
科
学
者
は
、

Ｅ
Ｔ
（
地
球
外
生
命
体
）
と
接
触
し
て
お
り
、
彼
ら
が
提
示
し
た
30
件
の
質
問
に
エ
イ
リ
ア
ン
た
ち
が
回
答

し
て
い
る
途
中
だ
と
言
っ
た
。
フ
ィ
リ
ポ
フ
の
宇
宙
研
究
所
は
、
そ
の
質
問
に
対
す
る
回
答
と
し
て
送
信
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
複
雑
な
シ
ン
ボ
ル
の
組
み
合
わ
せ
を
解
読
中
で
あ
り
、
世
界
中
の
1
5
0
件
の
ミ
ス
テ
リ

ー
・
サ
ー
ク
ル
を
分
析
し
て
い
る
と
い
う
。

　
地
球
を
訪
問
し
て
い
る
非
人
類
の
集
団
は
多
く
存
在
す
る
が
、
地
球
の
陰
謀
に
最
も
関
係
し
て
い
る
種
は

爬
虫
類
の
形
態
を
取
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
、
今
日
の
世
界
の
金
融
、
政
治
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
政
府
、
軍
、
医
療
、

「
科
学
」、「
教
育
」、
関
連
す
る
組
織
を
支
配
す
る
イ
ル
ミ
ナ
テ
ィ
血
筋
の
種
を
ま
い
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
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我
々
が
知
っ
て
い
る
よ
う
な
人
間
の
形
態
を
作
り
出
し
た
の
も
彼
ら
で
あ
り
、
遺
伝
子
操
作
を
行
っ
て
爬
虫

類
の
遺
伝
子
を
注
入
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
奴
隷
種
で
あ
る
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
、
そ
し
て
そ
の
ア
ッ
プ
グ

レ
ー
ド
版
で
あ
る
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
・
サ
ピ
エ
ン
ス
を
操
る
こ
と
が
で
き
た
。
奇
想
天
外
だ
ろ
う
か
？　

考
え
て
み
て
ほ
し
い
。

　
宇
宙
に
は
爬
虫
類
の
種
が
た
く
さ
ん
存
在
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
・
品
種
が
あ
る
。
人
間
の
よ
う

な
姿
で
緑
色
の
鱗う
ろ
こ状

の
皮
膚
を
持
つ
種
も
い
れ
ば
、
色
素
欠
乏
で
白
い
種
も
お
り
、
尻
尾
や
角
、
さ
ら
に
翼

が
あ
る
種
も
存
在
す
る
。
人
類
を
操
作
し
て
い
る
種
の
よ
う
に
邪
悪
な
種
も
い
れ
ば
、
慈
悲
深
い
種
も
お
り
、

多
く
は
そ
の
中
間
で
あ
る
。

　
そ
の
拠
点
は
、
北
の
空
の
竜ド
ラ
コ座
（
ド
ラ
コ
は
、
竜
を
意
味
す
る
ラ
テ
ン
語
で
、
過ド
ラ
コ
ニ
ア
ン酷
と
い
う
ふ
さ
わ
し

い
言
葉
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
）、
北
斗
七
星
（
大
き
な
柄ひ

杓し
や
く、
鋤す
き

と
も
言
い
、
天
空
で
竜
座
と
同
じ
領
域

に
あ
る
）、
オ
リ
オ
ン
座
な
ど
多
数
あ
る
。

　
ズ
ー
ル
ー
族
の
歴
史
家
、
ク
レ
ド
・
ム
ト
ゥ
ワ
は
、
ド
ラ
コ
の
爬
虫
類
人
が
最
も
冷
酷
で
暴
力
的
・
破
壊

的
な
種
で
あ
る
と
言
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
私
が
多
く
の
人
か
ら
得
た
情
報
と
一
致
す
る
。
こ
の
種
は
、
自
身

の
こ
と
を
「
王
族
」
と
思
っ
て
い
る
。
ズ
ー
ル
ー
族
の
伝
承
で
は
、
彼
ら
の
こ
と
を
「
ノ
ン
モ
」
と
呼
び
、

竜
座
は
「
カ
ヤ
ン
ノ
ン
モ
」
つ
ま
り
、
ノ
ン
モ
の
故
郷
と
言
わ
れ
て
い
る
。「
彼
ら
は
、
悪
臭
を
放
ち
、
ネ

バ
ネ
バ
し
て
醜
い
」
と
ク
レ
ド
は
言
う
。
そ
し
て
、
こ
の
ノ
ン
モ
が
最
も
畏い

怖ふ

さ
れ
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
の
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図85　86　爬虫類的な存在にはさまざまな種類が存在するが、ズールー族のシャ
ーマン、クレド・ムトゥワと、イギリスの画家、ヒラリー・リードが、古代の伝
承および現代の情報に基づいて描いた二つの例。
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41 第10章　えっ？　やつらの正体は何だって？

人
々
は
、
絶
対
に
竜
座
を
指
差
し
て
は
い
け
な
い
と
教
え
ら
れ
る
と
ク
レ
ド
は
言
う
。

　
も
う
一
つ
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
爬
虫
類
人
の
種
族
・
派
閥
が
、
互
い
に
支
配
と
権
力
を
か
け

て
戦
っ
て
い
る
と
い
う
話
が
あ
る
。
特
に
好
戦
的
で
支
配
す
る
の
が
大
好
き
な
ド
ラ
コ
種
（
ノ
ン
モ
）
に
つ

い
て
は
、
そ
の
通
り
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
爬
虫
類
人
の
種
族
に
は
、
見
た
目
や
行
動
が
ま
っ
た
く
異
な
る

も
の
が
あ
る
。
簡
略
化
の
た
め
、
本
書
で
は
「
爬
虫
類
人
（
レ
プ
テ
ィ
リ
ア
ン
）」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
が
、

実
際
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
派
閥
・
集
団
・
遺
伝
子
タ
イ
プ
が
存
在
す
る
。
一
つ
の
集
団
が
爬
虫
類
人
の
全
体
を

代
表
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
マ
ン
ソ
ン
〔
ア
メ
リ
カ
の
カ
ル
ト
教
祖
で
殺
人
犯
〕
が
全

ア
メ
リ
カ
人
を
代
表
す
る
わ
け
で
な
く
、
切
り
裂
き
ジ
ャ
ッ
ク
が
全
イ
ギ
リ
ス
人
を
代
表
す
る
わ
け
で
は
な

い
の
と
同
じ
で
あ
る
。

人人
類
は
彼
ら
の
エ
サ
！

類
操
作
の
爬レ

プ
テ
イ
リ
ア
ン

虫
類
人
は
可第

三

密

度

視
光
線
領
域
外
の
「
次第

四
密
度

元
間
存
在
」

　
通
常
、
人
類
を
操
作
し
て
い
る
爬
虫
類
人
は
、
い
わ
ゆ
る
「
可
視
光
線
」
領
域
（
我
々
の
肉
眼
で
見
る
こ

と
の
で
き
る
周
波
数
帯
域
）
に
は
住
ん
で
い
な
い
。
多
く
の
場
合
、
人
間
の
可
視
領
域
か
ら
少
し
外
れ
た
次

元
で
活
動
し
て
い
る
。
だ
が
、
彼
ら
は
、
そ
の
自
分
た
ち
の
「
世
界
」
と
人
間
の
「
世
界
」
を
行
き
来
す
る

こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
性
質
か
ら
し
て
、
私
は
彼
ら
の
こ
と
を
Ｅ
Ｔ
（
地
球
外
生
命
体
）
と
は
言
わ
ず
、
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「
次イ
ン
タ
ー
デ
イ
メ
ン
シ
ヨ
ナ
ル

元
間
存
在
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
。
我
々
人
類
の
「
現
実
」
は
「
第
三
密
度
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

が
、
爬
虫
類
人
は
「
第
四
密
度
」
か
ら
人
間
社
会
を
操
っ
て
い
る
。
こ
の
第
四
密
度
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

我
々
が
復
号
し
て
「
見
る
」
こ
と
が
で
き
な
い
周
波
数
領
域
に
共
鳴
し
て
い
る
。
我
々
の
現
実
よ
り
も
密
度

が
低
く
、
ま
っ
た
く
様
子
が
異
な
る
が
、
そ
れ
で
も
「
物
質
」
世
界
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
そ
こ

で
は
、
我
々
の
よ
う
に
「
固
形
」
の
食
べ
物
は
摂
取
せ
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
形
態
で
栄
養
を
摂
取
し
て
い
る
。

　
第
四
密
度
は
我
々
の
第
三
密
度
に
似
て
お
り
、
偉
大
な
愛
、
調
和
か
ら
、
問
題
の
爬
虫
類
人
の
派
閥
の
よ

う
な
権
力
・
支
配
欲
、
彼
ら
の
心ハ
ー
ト
に
相
当
す
る
も
の
に
存
在
す
る
憎
悪
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
状
態
が
揃
っ
て
い

る
。
こ
の
権
力
・
支
配
欲
が
、
彼
ら
の
本
当
の
姿
を
表
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
不
安
で
た
ま
ら
な
い
し
、
恐

怖
で
い
っ
ぱ
い
な
の
で
あ
る
。

　
我
々
は
、
考
え
た
り
、
感
情
を
持
つ
と
き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
成
し
て
お
り
、
そ
の
思
考
や
感
情
の
性
質

が
、
生
成
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
振
動
共
鳴
を
決
め
る
。
爬
虫
類
人
は
、
そ
の
存
在
状
態
か
ら
し
て
、
第
四

密
度
内
で
は
非
常
に
低
い
振
動
の
存
在
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
彼
ら
は
自
ら
と
「
同
調
」
す
る
低
い
振
動

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
食
糧
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
彼
ら
に
と
っ
て
は
エ
サ
で
あ
る
）
こ
そ

が
、
人
類
が
恐
怖
を
抱
く
こ
と
で
生
じ
る
低
い
振
動
の
思
考
と
感
情
で
あ
る
。
恐
怖
だ
け
で
な
く
、
ス
ト
レ

ス
、
落
ち
込
み
、
心
配
、
罪
悪
感
、
怒
り
、
憎
悪
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
が
含
ま
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

現
在
の
世
界
は
そ
う
し
た
状
態
に
満
ち
て
い
る
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
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